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広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻（博士課程後期）は、平成 19 年 9 月から






















１．履修 1 年次講究 
 
履修 1 年目の者（院生 I、J）は教員養成学講究および大学教授学講究を履修し、プラク
ティカムに入る前の教員養成の基礎的知識を習得すること、大学教育観を養うことを目指
す。講究内で取り組んだ諸課題は下記のとおりである（表 A の※は広島大学開講科目）。  
 
表 A 教員養成学講究取り組み内容  
履修生  シラバス作成  シラバス分析  
Ｉ 教育課程論  
教職入門※  教育の思想と原理※  教育と社会・制度※  
特別活動指導法※  教育課程論※  教育方法・技術論※  











表 B 大学教授学講究取り組み内容  




















るから、参考にされたい（※は広島大学外での実施。E は D3、それ以外は D2）。  
 








No. 実施日 履修生 授業名 題材・内容
1 5月16日 Ａ 道徳教育指導法 道徳授業を構想する
2 5月16日 Ｂ 道徳教育指導法 日本における道徳教育の歴史
3 5月18日 Ｃ 社会教育学 成人学習論とその背景
4 5月30日 Ｄ 道徳教育指導法 道徳の諸科学
5 6月13日 Ｅ 教育の思想と原理 「道徳教育」とは何か
学習指導要領の変遷と指導要録
―相対評価と絶対評価―
7 7月11日 Ｇ 教育の思想と原理 女性労働の変化と子育て支援
学習指導要領の変遷と指導要録
―系統主義と経験主義の接点―
9 11月16日 Ｇ 西洋教育史 公教育制度の成立
10 11月16日 Ｂ 教育哲学 ケースメソッドとは何か
11 11月21日 Ｃ 教育と社会・制度 教育現場における合理的配慮
12 11月29日 Ｅ 教師論※ 現代の教師に対する子どものニーズ
13 1月26日 Ｆ 教育方法学 「診断」「見とり」による子ども理解と授業の改善
14 2月2日 Ｈ 教育方法学 授業研究における授業の観察、記録、解釈


















表 D リフレクションの言及内容  
 
 
３．履修 3 年次 教職教育ポートフォリオ 
 

















たりご協力いただいた OB の先生方、そのほか多くの方々に心より感謝申し上げる。  
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で前学期・後学期各 1 回、計 2 回の教壇実習に取り組み、博士課程後期 3 年次生は、学外
（他大学）において教壇実習に取り組む。  
教壇実習は、履修生 1 名に対して、教員が 2～3 名（指導教員 1 名、教育指導を担当す






博士課程後期 3 年次生は、教職 P の総仕上げとして、「教職教育ポートフォリオ」を作
成する。プログラムを履修する中で、自分が何を学んだのかを振り返り、自身の「授業哲
学（授業理念・教授哲学とも）」をまとめる。彼らには「修了証明書」が手渡され、2017
年度までに 16 名の修了生が輩出された。  
 
